
星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用・記録材料用樹脂事業
617名

（注）‌�従業員数には、子会社の就業人員数を含めており、パートタイム
労働者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、
　　　　　　播磨、水島
KJケミカルズ株式会社	
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司

商号

本社所在地

設立年月日
資本金
主な事業内容
従業員数

事業所

子会社

○ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　 　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　 ‌�　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○ 未払配当金の支払いについて
　 　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

事業年度毎年1月1日から同年12月31日まで

定時株主総会毎年3月下旬

基準日定時株主総会・期末配当	毎年12月31日
中間配当	毎年 6 月30日

株主名簿管理人東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先）電話　0120-782-031（フリーダイヤル）

Corporate Data
会社情報（平成30年6月30日現在）

＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の
紙・板紙の国内生産は1,303万トンと前年同期比1.5％の
減少でありました。当社グループは、国内市場、中国市場
へ差別化商品の売上増加に努めた結果、当事業の売上高は、
83億1千6百万円（前年同期比13.4％増）となりました。
　利益面では、売上高の増加などにより、セグメント利益
は7億7千7百万円（前年同期比5.3％増）となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当第２四半期連結累計
期間の印刷インキの国内生産は16万3千トンと前年同期比
2.6％の減少でありました。需要が減少傾向となる中、当
社グループにおいては、オフセットインキ用樹脂・記録材

料用樹脂の売上高は減少いたしましたが、フレキソ・グラ
ビアインキ用樹脂の売上高は増加いたしました。その結果、
当事業の売上高は、25億7千9百万円（前年同期比2.5％
増）となりました。
　利益面では、原料価格の値上がりの影響などにより、セ
グメント利益は1億2千2百万円（前年同期比9.1％減）と
なりました。

＜化成品事業＞
　化成品事業の売上高は、主力製品の輸出売上の減少によ
り16億6千7百万円（前年同期比13.8％減）となりました。
　利益面では、売上高の減少などにより、セグメント利益
は2億1千万円（前年同期比30.5％減）となりました。
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　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、このたび第52期第２四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年６月30日まで）を終了いたしましたので、
当期間の事業概況をご報告申し上げます。
　当期間におけるわが国経済は、企業収益が堅調に推移するとともに、雇用・所得環境の改善が続く中で個人消費にも持ち直
しの動きが見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしましたが、世界経済の不確実性の高まりもあり、依然として
先行きは不透明な状況となりました。
　当社グループの主要販売先におきましては、製紙業界・印刷インキ業界の需要がともに前年を下回るなど、不透明な経営環
境が続きました。当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化
商品を市場に投入し売上増加に努めた結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は125億6千4百万円（前年同期比6.6％増）
となりました。
　利益面では原料価格の値上がりの影響などにより、営業利益は9億5千2百万円（前年同期比3.4％減）となりました。また、
経常利益は持分法による投資利益の減少などにより10億8百万円（前年同期比9.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利
益は7億7千5百万円（前年同期比14.2％減）となりました。
　配当金につきましては、当初予想と変わらず一株当たり中間配当として、普通配当７円に設立50周年記念配当１円を加え
た８円、同様に期末配当として、普通配当7円に記念配当1円を加えた８円、合計年間配当16円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成30年６月30日）

前第２四半期
（平成29年６月30日）

前期
（平成29年12月31日）

資産の部
流動資産 20,257 18,442 20,412
固定資産 11,373 11,424 11,694
　有形固定資産 9,169 9,178 9,315
　無形固定資産 84 106 95
　投資その他の資産 2,120 2,139 2,282
資産合計 31,631 29,866 32,106
負債の部
流動負債 7,058 6,410 7,783
固定負債 596 1,000 776
負債合計 7,655 7,410 8,559
純資産の部
株主資本 23,916 22,440 23,354
その他の包括利益累計額 59 16 192
純資産合計 23,976 22,456 23,546
負債・純資産合計 31,631 29,866 32,106

連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期

自 平成30年１月１日（ 至 平成30年６月30日 ）
前第２四半期

自 平成29年１月１日（ 至 平成29年６月30日 ）
前期

自 平成29年１月１日（ 至 平成29年12月31日 ）
売上高 12,564 11,787 25,086

売上原価 9,344 8,569 18,366

　売上総利益 3,220 3,217 6,720

販売費及び一般管理費 2,267 2,230 4,499

　営業利益 952 986 2,220

　経常利益 1,008 1,111 2,464

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 775 903 1,999

Financial Highlights

To Our Shareholders

決算ハイライト

株主の皆様へ

Consolidated Financial Statements連結財務諸表
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先行きは不透明な状況となりました。
　当社グループの主要販売先におきましては、製紙業界・印刷インキ業界の需要がともに前年を下回るなど、不透明な経営環
境が続きました。当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化
商品を市場に投入し売上増加に努めた結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は125億6千4百万円（前年同期比6.6％増）
となりました。
　利益面では原料価格の値上がりの影響などにより、営業利益は9億5千2百万円（前年同期比3.4％減）となりました。また、
経常利益は持分法による投資利益の減少などにより10億8百万円（前年同期比9.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利
益は7億7千5百万円（前年同期比14.2％減）となりました。
　配当金につきましては、当初予想と変わらず一株当たり中間配当として、普通配当７円に設立50周年記念配当１円を加え
た８円、同様に期末配当として、普通配当7円に記念配当1円を加えた８円、合計年間配当16円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年9月

代表取締役社長
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連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成30年６月30日）

前第２四半期
（平成29年６月30日）

前期
（平成29年12月31日）

資産の部
流動資産 20,257 18,442 20,412
固定資産 11,373 11,424 11,694
　有形固定資産 9,169 9,178 9,315
　無形固定資産 84 106 95
　投資その他の資産 2,120 2,139 2,282
資産合計 31,631 29,866 32,106
負債の部
流動負債 7,058 6,410 7,783
固定負債 596 1,000 776
負債合計 7,655 7,410 8,559
純資産の部
株主資本 23,916 22,440 23,354
その他の包括利益累計額 59 16 192
純資産合計 23,976 22,456 23,546
負債・純資産合計 31,631 29,866 32,106

連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期

自 平成30年１月１日（ 至 平成30年６月30日 ）
前第２四半期

自 平成29年１月１日（ 至 平成29年６月30日 ）
前期

自 平成29年１月１日（ 至 平成29年12月31日 ）
売上高 12,564 11,787 25,086

売上原価 9,344 8,569 18,366

　売上総利益 3,220 3,217 6,720

販売費及び一般管理費 2,267 2,230 4,499

　営業利益 952 986 2,220

　経常利益 1,008 1,111 2,464

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 775 903 1,999

Financial Highlights

To Our Shareholders

決算ハイライト

株主の皆様へ

Consolidated Financial Statements連結財務諸表



星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用・記録材料用樹脂事業
617名

（注）‌�従業員数には、子会社の就業人員数を含めており、パートタイム
労働者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、
　　　　　　播磨、水島
KJケミカルズ株式会社	
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司

商 号

本 社 所 在 地

設 立 年 月 日
資 本 金
主 な 事 業 内 容
従 業 員 数

事 業 所

子 会 社

○ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　 　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　 ‌�　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○ 未払配当金の支払いについて
　 　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

事 業 年 度 毎年1月1日から同年12月31日まで

定時株主総会 毎年3月下旬

基 準 日 定時株主総会・期末配当	 毎年12月31日
中間配当	 毎年 6 月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 電話　0120-782-031（フリーダイヤル）

Corporate Data
会社情報（平成30年6月30日現在）

＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の
紙・板紙の国内生産は1,303万トンと前年同期比1.5％の
減少でありました。当社グループは、国内市場、中国市場
へ差別化商品の売上増加に努めた結果、当事業の売上高は、
83億1千6百万円（前年同期比13.4％増）となりました。
　利益面では、売上高の増加などにより、セグメント利益
は7億7千7百万円（前年同期比5.3％増）となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当第２四半期連結累計
期間の印刷インキの国内生産は16万3千トンと前年同期比
2.6％の減少でありました。需要が減少傾向となる中、当
社グループにおいては、オフセットインキ用樹脂・記録材

料用樹脂の売上高は減少いたしましたが、フレキソ・グラ
ビアインキ用樹脂の売上高は増加いたしました。その結果、
当事業の売上高は、25億7千9百万円（前年同期比2.5％
増）となりました。
　利益面では、原料価格の値上がりの影響などにより、セ
グメント利益は1億2千2百万円（前年同期比9.1％減）と
なりました。

＜化成品事業＞
　化成品事業の売上高は、主力製品の輸出売上の減少によ
り16億6千7百万円（前年同期比13.8％減）となりました。
　利益面では、売上高の減少などにより、セグメント利益
は2億1千万円（前年同期比30.5％減）となりました。

Segments Report セグメント別の概況

株主メモ
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